
柏 市 監 査 委 員 告 示 第 ７ 号

地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７号 ） 第 ２ ４ ２ 条 第 ４ 項 の規 定

に 基 づ き 柏 市 職 員 措 置 請 求 に 係 る 監 査を 行 っ た の で ， そ の 結 果 を 別

紙 の と お り 公 表し ま す 。

平 成２ ８ 年 ４ 月 １ ３ 日

柏 市 監 査 委 員 下 隆 明

柏 市 監 査 委 員 髙 田 幸 男

○写
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１ 請 求 の 受 理

本 件 監 査 請 求 は， 所 要 の 法 定 要 件 を 具 備 し て い る も の と 認め ，

平 成２ ８ 年 ２ 月 ２ ５ 日 こ れ を 受 理し た 。

２ 監 査 執 行 上 の 除 斥

本 件 請 求 の 監 査 に あ た っ て ， 柏 市 議 会 選 出 の 石 井 昭 一 監 査 委 員

及 び橋 口 幸 生 監 査 委 員 は ，地 方 自 治 法 第 １ ９ ９ 条 の ２ の 規 定 に よ

り 除 斥 と し た 。

３ 監 査 の 実 施

(1) 監 査 を 執 行 し た監 査 委 員

吉 井 忠 夫 （ 平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ３ １日 ま で ）

下 隆 明 （ 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ 日か ら ）

髙 田 幸 男

(2) 請 求 人の 証 拠 の 提 出 及び 陳 述

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 １ ６ 日 ， 地 方 自 治 法 （ 以 下 「 自 治 法 」 と い

う 。） 第 ２ ４ ２ 条 第 ６ 項 の 規 定 に よ り ， 請 求 人 か ら 証 拠 の 提 出

及 び 監 査 対 象 部 局 の 関 係 職 員 の 立 会 い の も と ， 陳 述 を 聴 取 し

た 。

(3) 請 求 の 要 旨

（「 柏 市 職 員 措 置 請 求 書 」 の 原 文 の ま ま 記 載 ）

柏 市 議 会 議 長 ， 柏 市 長 に 対す る 措 置 請 求の 要 旨

１ 請 求 の 要 旨

初 め に ， 請 求 人ら は い ず れ も 柏 市 民で あ り ， ● ● ● の 会 員 で あ る。

平 成２ ７ 年 ８ 月 ９ 日 に 執 行 さ れ た 柏 市 議 会 議 員 一 般 選 挙 に お け る

公 費 負 担 に つ い て 調 査 し た 。 そ の 結 果， 候 補 者 へ 支 払 っ た 公 費 の 合

計 金 額 は 32,377,316 円 で あ っ た 。（ 別 表 １ 参 照 ）

選 挙 公 費 制 度を め ぐ っ て は 東 京 都 議 会 埼 玉， 神 奈 川 ，岐 阜 の 各

県 議 選 ， 豊 川 市 議 選 ， 木 津 川 市 長 選 と 同 市 議 選 な ど ， 不 正 問 題 は

続 々 と 発 覚 し ， 平 成 ２ ２ 年 の 福 岡 県 福 津 市 議 選 で は ， ５ 人 が 書 類 送

検 さ れ， 東 京 都 東 大 和 市 で も 同 年に 損 害 賠 償 請 求 訴 訟 が 起 き て お り ，
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各 地 で 改 正 の 動 き が 出 て い る政 務 活 動 費と 同 様 に ， ル ー ズ な 公 金 支

出 を 問 題 視 し な け れ ば な ら な い。

(1) ポ ス タ ー 作 成 費 用 に つ い て ， 候 補 者 が 契 約 に 基 づ き 契 約 の相 手

方 で あ る ポ ス タ ー 作 成 業 者 に 支 払 っ た 金 額 の う ち ，「 柏 市 議 会 議 員

及 び 柏 市 長 の 選 挙 公 費 負 担 条 例 平 成 ５ 年 １ ０ 月 １ ９ 日 条 例 第 ２ ６

号 」（ 以 下 ，「 条 例 」） に 基 づ き 柏 市 が 公 費 で 負 担 し た 額 に つ き ， 少

な く と も 14,570,640 円 の 損 害 が あ る と 推 計 す る 。（ 別 表 ２ 参 照）

ポ ス タ ー 作 成 料 金 に は デ ザ イ ン料 ， 写 真 撮 影 料 な ど も 含む 企 画 費 ，

印 刷 費 の こ と で あ り ， デ ザ イ ン ， 撮 影に か か る 費 用 は 人 に よ っ て 異

な る が ， 著 名 な 写 真 家 や デ ザ イ ナ ー に で も 依 頼 し な い 限 り １ ，デ

ザ イ ン 料 ５ 万 円 ２ ，企 画 費 ５ 万 円 ， 現 行 の ４ 色 カ ラ ー オ フ セ ッ ト

印 刷 ， 最 高 品 質 の 裏 面 シ ー ル貼 り 付 け ユ ポ タ ッ ク １ １ ０ 紙 Ａ ３ 変 形

（ 選 挙ポ ス タ ー と 同 規 格 ） で ， ３ ， 印 刷 費 ６ ～ ８ 万 円 ， 総 額 １ ８ 万

円 が 妥 当 で 適 正 価 格 と な る。

写 真 撮 影 料 を ポ ス タ ー 作 成 料 金 に 含 め ず 収 支 報 告 書 に 記 載 し て い

る 候 補 者 も い る 。 そ の 場 合 も っ と安 く作 っ て い る は ず で あ る 。

安 く 作 ろ う と 思 え ば 作 れ る は ず だ が ，「 作 成 限 度 額 」 を 「 上 限 」

と 認 識し ， 満 額 請 求 や 満 額 近 い 請 求 が ほ と ん ど に な っ て い る 。

実 費（ 適 正 価 格 ） と 条 例 で 定 め ら れ た 上 限 金 額 の 差 が ， い わ ゆ る

水 増 し の 請 求 部 分 と な り ， パ ン フ レ ッ ト や ビ ラ や 名 刺 と い っ た 他 の

印 刷 物 の 費 用 や 候 補 者 へ の キ ッ ク バ ッ ク と い う 「 不 正 」 に 利 用 さ れ

て い る 可 能 性 が 高 い 。 こ れ に つ い て は， 公 費 負 担 を 超 え た 部 分 に つ

い て 収 支 報 告 書 へ の 記 載 が な い も の や ， 支 払 い 事 実 の な い （ 領 収 書

無 し ） 候 補 者 が 多 数 い る こ と も 確 認 で き る こ と か ら ， ポ ス タ ー 作 成

業 者 と 候 補 者 間 で 上 限 ま た は上 限 近 く ま で 金 額 を 水 増 し し た 契 約 を

行 っ て い る と 考 え ら れ る 。

本 来， 公 費 負 担 で 請 求 で き る の は ， 掲 示 板 に 貼 る 選 挙 運 動 用 の ポ

ス タ ー の 作 成 費 用 の み で あ る が ， 公 費 負 担 を 受 け た ポ ス タ ー 作 成 業

者 に 対 し て １ ， デ ザ イ ン 料 ２ ， 企 画 費 （ 撮 影 料 含 む ）， ３ ， 印

刷 費 ４ ， ポ ス タ ー の 紙 質 ・ フ ィ ル ム 加 工 費 用 な ど の 実 費 で あ る こ

と を 裏 付 け る 書 類 の 提 出 を 義 務 付 け て い な い 。

こ の こ と か ら ， 以 下 に つ い て 不 正 請 求が 存 在 す る と 思 わ れ る 。



3

① 候 補 者 と ポ ス タ ー 作 成 業 者 と の 契 約 締 結 段 階 で ， ポ ス タ ー 作 成 契

約 書 に は １ ， 品 名 規 格 （ 長 さ ４ ２ セ ン チ メ ー ト ル × 幅 ３ ０ セ ン チ メ

ー ト ル 以 内 ） ２ ， 数 量 ， ３ ， 契 約 金 額 ， ４ ， 請 求 及 び 支 払 い ， 契 約

当 事 者 の 住 所 氏 名 を 記 載 す る の み で ， ポ ス タ ー 価 格 に 含 ま れ る 要 素

１ ， デ ザ イ ン 料２ ， 企 画 費 （「 撮 影 料」 含 む ）， ３ ， 印 刷 費の 内 容 が

不 明 で あ る 。 双 方の 故 意 が な け れ ば ， 水 増 し 請 求 は 成 り 立 た な い の

で あ り ， 選 挙 管 理 委 員 会 は こ の 契 約 段 階 で 十 分 な チ ェ ッ ク を す る こ

と を 怠 っ て い る 。

② 作 成 費 用 を 公 費 請 求 す る 場 合 ， ポ ス タ ー 作 成 業 者 が 提 出 す る 内 訳

書 で も， 作 成 金 額 （ 単 価 ・ 枚 数 ・ 金 額） 基 準 限 度 額 （ 単 価 ・ 枚 数 ・

金 額 ）， 請 求 金 額 （ 単 価 ・ 枚 数 ・ 金 額 ） を 書 く だ け で あ り ， 上 記 ①

同 様 に ポ ス タ ー 価 格 に 含 ま れ る 要 素 １ ， デ ザ イ ン 料 ， ２ ， 企 画 費

（「 撮 影 料 」 含 む ）， ３ ， 印 刷 費 の 内 容が 不 明 で あ る 。

③ 公 費 請 求 会 社 と 収 支 報 告 書 の 印 刷 会 社 が 違 う も の ， 公 費 負 担を 超

え た 部 分 に つ い て 収 支 報 告 書 へ の 記 載が な い も の ， 公 費 と し て 記 載

し て い る も の ， 支 払 い 事 実 の な い（ 領 収 書 無し ） 候 補 者 が多 数 い る 。

（ 別 表３ 参 照）

④ 以 上の と お り ， 請 求 金 額 の 範 囲 内 で ポ ス タ ー 作 成 業 者 の 不 当 な 利

益 や 他 の 公 費 負 担 対 象 外 印 刷 物 を 作 成す る こ と も ， キ ッ ク バ ッ ク を

す る こ と も 可 能で あ る 。

(2) 同 「 条 例 」 第 ２ 条 ， 第 ４ 条 (1)自 動 車 を 使 用 し た 場 合 」 公 費 負

担 と な る の は ， レ ン タ ル 方 式 と ハ イ ヤ ー ・ タ ク シ ー 方 式 が あ る 。

① 同 「 条 例 」 第 ４ 条 (2)ア ， イ ， ウ 「 一 般 運 送 契 約 以 外 の 契 約 」 レ

ン タ ル 方 式 は 自 動 車 の 借 り 入 れ と し て そ れ ぞ れ 各 日 に つ き 上 限 は １

台 15,300 円 ＋ 運 転 手 12,500 円 ＋ 燃 料 代 7,350 円 と 規 定 さ れ て お り，

合 計 35,150 円 と な る 。 こ れ を ７ 日 間 使 用 す る と 246,050 円 と な る 。

同 「 条 例 」 第 ４ 条 (1)ハ イ ヤ ー ・ タ ク シ ー 方 式 で は ， １ 台 上 限

64,500 円 で あ り 選 挙 期 間 中 の ７ 日 間 で 451,500 円 と な る 。

(2)に お い て は (1)同 様 に車 の レ ン タ ル ・ 人 件 費・ 燃 料 代 以 外 に 特

に 公 費で 負 担 す べ き も の が あ る と は 考 え ら れ ず ， レ ン タ ル 方 式 と 同

額 の 公 費 の 負 担 が 当 然 で あ り適 正 と 考 え ら れ る 。 つ ま り ， 差 額 と な
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る 205,450 円 は 負 担 す べ き根 拠 の な い も の で あ り ， 運 送 事 業 者 の 不

当 な 利 益 に 他 な ら な い も の で あ る。

９ 名 の 候 補 者 の 請 求 額 の 総 額 4,063,500 円 の う ち 1,849,050 円 は ，

こ れ が 公 費 で 負 担す べ き も の で あ る 根 拠 が な い 限 り ， 柏 市 の 損 害 と

な る も の で あ る 。（ 別 表 ４ 参 照 ）

ま た， こ の ９ 名 の 候 補 者 の 中 に は ， 車 上 用 看 板 を 作 成 し て い な い

者 が 数 人 お り ， 公 費 請 求 額 の 中 に は ， こ の 料 金 が 含 ま れ て い る と 考

え ら れ る （ 別 表３ 参 照 ）。

(3) そ の 他 ， ポ ス タ ー 作 成 費 用 に つ い て ，「 公 職 選 挙 法 第 １ ８ ８ 条 ，

１ ８ ９ 条 」（ 以 下 ，「 公 選 法 」） に 基 づ き 公 費 請 求 会 社 と 収 支 報 告 書

の 印 刷 会 社 が 違 う も の は も と よ り ， 燃 料 費 の 公 費 負 担 を 超 え た 分 の

支 払 い 事 実 が な い も の に つ い て は ， そ れ ぞ れ い ず れ も 公 費 の 負 担 を

認 め な い も の と す べ き で あ る。 公 選 ハ ガ キ の 印 刷 を 認 め る 事 実 が な

い も の は ハ ガ キ の 発 送 を し て い な い も の と さ れ る の で 確 認 す べ き で

あ る 。（ 別 表 ３ 参 照 ）

「 公 選 法 」 に よ れ ば 以 下 の ① ③ ④ の １ ４ 件 つ い て は 違 法 と 考 え ら

れ る の で 公 費 負 担 分 を 認 め る べ き で は い 。

① 40 山 内 弘 一 候 補 に つ い て は ， ポ ス タ ー 代 の 公 費 請 求 会 社 は All

Home Page（ 株 ） と な っ て い る が 収 支 報 告 書 に 添 付 さ れ て い る 差 額

分 の 領 収 書 の 印 刷 会 社 名 は ワ ン ズ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン と な っ て お り ，

契 約 と 異 な っ て い る こ と か ら ， 不 正 な 請 求 で あ り公 費 と し て 認 め る

こ と は で き な い 。

② 29 浜 田 春 夫 候 補， 34 古 川 隆 史 候 補， 42 山 下 洋 輔 候 補 に つ い て は ，

収 支 報 告 書 に 印 刷 費 と し て ハ ガ キ 代 が 計 上 さ れ て い な い こ と か ら ，

公 選 ハ ガ キ の 作 成お よ び 発 送 は し て い な い も の と 思わ れ る 。

公 選 ハ ガ キ は 2,000 枚 ま で 公 費 に よ り無 料 で 発 送 で き る こ と か ら ，

も し 発 送 し て い る と し た ら 実 体 の な い も の と な る 。

自 作 す る こ と も 可 能 で あ る が ， 印 刷 会 社 が 無 料 で ハ ガ キ を 作 成 し て

い る 可 能 性 が あ る 。

③ 12 後 藤 浩 一 郎 候 補 は ， ２ 日 に わ た り 燃 料 費 の 上 限 を 超 え た 請 求

を し て お り ， こ れ が 公 費 で 支 払 わ れ て い る 。 ま た ， 燃 料 費 の 上 限 を
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超 え た分 に つ い て は 実 費 と な る は ず だ が， 収 支 報 告 書 に 領 収 書 が 添

付 さ れ て い な い 。

40 山 内 弘 一 候 補 に つ い て も ， 燃 料 費 の 上 限 を 超 え た 分 に つ い て ，

収 支 報 告 書 に 領 収 書 が 添 付 さ れ て い な い。 ま た ， 公 費 請 求 に 必 要 な

燃 料 確 認 書 に 記 載さ れ た 金 額 よ り 実 際に 支 払 わ れ た 金 額 が 上 回 っ て

い る 。

42 山 下 洋 輔 候 補 に つ い て も ， 燃 料 費 の 上 限 を 超 え た 分 に つ い て ，

収 支 報 告 書 に 領 収 書 が 添 付 さ れ て い な い 。 ま た ， ８ 月 ３ 日に は 合 計

69.3 リ ッ タ ー を 給 油 し て い る が ， １ 日 で 一 車 両 に 給 油 で き る 量 と

は 考 え ら れ な い 。

④ そ の他 ， 表 ２ に記 載 し た 通 り ， 収 支 報 告 書 に 領 収 書 が 添 付 さ れ て

い な い も の が 多 数 あ る が ， 公 費 で負 担し た 分 を 認 め る べ き で は な い 。

請 求 書 の 不 在 ， 領 収 書 の 有 無 な ど の 書 類 の 不 備 と 収 支 報 告 書 及 び

公 費 負 担 書 類 の 記 載 に お い て 齟 齬 す る も の に つ い て， 選 挙 管 理 委 員

会 の 確 認 が 行 わ れ て い な い こ と が 多 数 確 認 で き る こ と か ら ， こ の よ

う な 状 況 で は 収 支 報 告 書 の 基 本 的 な チ ェ ッ ク が さ れ ず 不 正 が ま か り

通 る 恐 れ が あ る こ と を 示 す も の で あ る 。

(4) 公 職 選 挙 法 第 ６ ５条 で は 開 票 日 に つ い て 「 す べ て の 投 票 箱が 送

致 さ れ た 日 か 翌 日」 と し て い る 。

投 票 率 が ３ ０ パ ー セ ン ト 前 後 で あ る 柏 市 に と っ て ， 即 日 開 票 と す る

の は ， 市 民 の 要 望が あ る か ら や ， 市 民サ ー ビ ス で あ る と の 見 解 は 考

え ら れ な い 。 候 補 者 や 関 係 者が 早 く 結 果 を 知 り た い と い う 理 由 し か

存 在 し な い 。

選 挙 に か か る 時 間 外 勤 務 手 当 は ， 消 防 で は 47,173 円 ， 市 職 員 で

は 16,452,411 円 ， 合 計 16,499,584 円 の費 用 が か け ら れ て い る 。 選

挙 経 費 は ， 人 件 費 の 削 減 が 最 も 効 果 的 で あ る が ， 東 京 都 で は 統 一 選

に お い て ， 江 東 区 ， 大 田 区 ， 中 野 区 ， 杉 並 区 ， 荒 川 区 ， 江 戸 川 区 の

六 区 議 会 議 員 選 挙 ， お よ び 大 田 区 ， 江 東 区 ， 江 戸 川 区 の ３ 区 長 選 は

翌 日 開 票 と し て お り ， 大 田 区 の 選 挙 管 理 委 員 会 で は 「（ 深 夜 の 即 日

開 票 に 比 べ ） 人 件 費 や 帰 宅 交 通 費 な ど 600 万 円 以 上 を 節 約 で き る 。

眠 い 目 で や る よ り 能 率 が 上 が り ，正 確に な る 」 と 言 う 。
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選 挙 管 理 委 員 会の 資 料 に よ れ ば ， 課 題 及 び 取 り 組 み と し て ，選 挙

総 支 出 額 の 10%削 減 の 中 に 選 挙 従 事 者 で 200 万 円 が 掲 げ ら れ て い る 。

し か し ， 第 ２ 区 分や 計 算 で 時 間 と コ ス ト に 変 化 は 見 ら れ ず ， む し ろ

開 票 の 計 数 で は 人 員 が 増 加 し て お り ， 打 開 策 が 見 い だ せ な い 状 況 で

あ る 。

翌 日 開 票 制 度 を 取 り 入 れ る こ と で ， 無 駄 な 出 費 で あ る 職 員 へ対 す

る 時 間 外 勤 務 手 当 等 の 人 件 費 は 大き く削 減 で き る と 考 え ら れ る 。

即 日 開 票 で な け れ ば な ら な い 根 拠 が 何 で あ る の か ， 重 大 な メ リ ッ

ト が 存 在 す る な ら ば ， そ の 説 明 を求 め る 。

以 上を 監 査 委 員 は 柏 市 議 会 議 長 及 び 柏 市 長 に 対 し ， 選 挙 公 営 制 度

は 市 民の 血 税 か ら賄 わ れ て い る こ と と 選 挙 公 営 制 度 の 趣 旨 に 鑑 み ，

翌 日 開 票 と す る こ と に よ る 人 件 費 削 減 の 推 進 を 求 め ， ポ ス タ ー 作 成

業 者 ・ 候 補 者 の 一 部 の 者 に は ， 不 正 請 求 の 金 員 （ 適 正 額 を 超 え る 金

額 ） 不 明 確 な 支 出に つ き ， 平 成 ２ ７ 年 ８ 月 ９ 日 柏 市 議 会 議 員 一 般 選

挙 の 公 費 負 担 に 関 し ， 公 金 支 出 の 実 態 調 査 と 不 当 利 得 返 還 請 求 権 お

よ び 不 法 行 為 に 基 づ く 損 害 賠 償 請 求 権を 行 使 す る よ う 勧 告 す る こ と

を 求 め る 。

２ 請 求 者 （ 略）

上 記 地 方 自 治 法 第 ２ ４ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り， 別 紙 事 実 証 明 書

を 添 え 必 要 な 措 置を 請 求 し ま す 。

平 成２ ８ 年 ２ 月 １ ７ 日

柏 市 監 査 委 員 様

事 実 証 明 と し て ，

１ ． 別 表 ４ 枚

２ ． 印 刷 費 見 積り ３枚

３ ． 新 聞 記 事 ３ 枚 （ 別 紙 「 事 実 証 明 書 」略 ）
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(4) 監 査 対 象 部 局

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局

な お ， 本 件 請 求 は 「 柏 市 議 会 議 長 ， 柏 市 長 」 を 指 定 し た 措 置

請 求 で あ る が ， 柏 市 議 会 議 長 は 請 求 の 対 象 と な っ た 財 務 会 計

上 の 行 為 者 で は な い こ と か ら ， 請 求 の 対 象 外 と す る 。

(5) 関 係 職 員 の 調 査

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ４ 日 か ら ３ 月 １ ４ 日 ま で の 間 ， 本 件 選 挙 運 動

用 ポ ス タ ー 作 成 及 び 選 挙 運 動 用 自 動 車 使 用 に 係る 公 費 負 担 の 関

係 書 類 の 調 査 を 行 い ， 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 職 員に 対 し 聞き 取

り 調 査を 実 施 し た 。

(6) 関 係 職 員 の 陳 述

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 １ ６ 日 ， 請 求 人 の 立 会 い の も と ， 関 係 職 員 に

よ る 陳 述 を 聴 取し た 。

(7) 関 係 人 調 査

本 件 請 求 の 対 象 と な っ た 候 補 者 ４ ７ 名 及 び ポ ス タ ー 作 成 事 業

者 ２ ６ 者 に 対 し ， 自 治 法 第 １ ９ ９ 条 第 ８ 項 に 基づ く 書 面 に よ る

調 査を 行 っ た。

４ 監 査 の 結 果

(1) 請 求 に 係 る 事 実の 確 認

ア 公 費 負 担 制 度 の 概 要

公 職 選 挙 法 （ 以 下 「 公 選 法 」 と い う 。） で は ， 金 の か か ら な

い 選 挙 を 実 現 す る と と も に， 候 補 者 間 の 選 挙 運 動 の 機 会 均 等

を 図る た め の 選 挙 公 営 制 度 の 一 つ と し て， 国 又 は 地 方 公 共 団

体 が そ の 費 用 を 負 担 す る 公 費 負 担 制 度を 採 用 し て い る 。

柏 市 に お い て も， 公 選 法 第 １ ４ １ 条 第８ 項 ， 第 １ ４ ２ 条 第

１ １ 項 及 び 第 １ ４ ３ 条 第 １ ５ 項 の規 定 に よ り ，「 柏 市 議 会 議 員

及 び柏 市 長 の 選 挙 公 費 負 担 条 例 」（ 以 下 「 条 例」 と い う 。） が

平 成 ５ 年 １ ０月 １ ９ 日 か ら 施 行 さ れ て い る 。

イ 選 挙 運 動 用 ポ ス タ ー 作 成に 係 る 公 費 負 担 に つ い て

条 例 第 ６ 条 に ，「 候 補 者 は ， 第 ８ 条 に定 め る 金 額 の 範 囲 内

で ， 選 挙 運 動 用 ポ ス タ ー を 無 料 で 作 成 す る こ と が で き る 。」
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と 規 定 さ れ て い る 。

条 例 第 ８ 条 に は， 次 の よ う に 定 め ら れ て い る 。

(ｱ) 作 成 単 価 の限 度 額

557,115 円 ＋ 26 円 73 銭 × (ポ ス タ ー 掲 示 場の 数 － 500)

ポ ス タ ー 掲 示 場 の 数

（ １ 円 未 満の 端 数 は １ 円 と す る 。）

(ｲ) 作 成 枚 数 の限 度

ポ ス タ ー 掲 示 場の 数

(ｳ) 公 費 負 担 の限 度 額

作 成 単 価 × ポ ス タ ー 掲 示 場 の数 ＝ 公 費 負 担 の 限 度 額

本 件 選 挙 の 掲 示 場 数 は 540 箇 所 で あ り ， こ れ に よ り作 成 単

価 の 限 度 額は 1,034 円 で 作 成 枚 数 の 限 度 が 540 枚 と な り ， 公

費 負 担 の 限 度 額 は 558,360 円 と な っ て い る 。

ウ 選 挙 運 動 用 自 動 車 使 用 に係 る 公 費 負 担に つ い て

条 例 第 ４ 条 に は次 の よ う に 定 め ら れ ， 公 費 負 担 の対 象 と な

る の は １ 台 の 選 挙 運 動 用 自 動 車 に 限 ら れ て い る 。

(ｱ) 一 般 乗 用 旅 客 自 動 車 運 送 事 業 者 と の 運 送 契 約 で あ る 場 合

（ ハ イ ヤ ー ・ タ ク シ ー 方 式 ）

選 挙 運 動 用 自 動 車 と し て 使 用 さ れ る 各 日 に お い て そ の 使

用 に 対 し て 支 払 う べ き 金 額 は 日 額 64,500 円 を 上 限 と す る 。

(ｲ) 上 記 (ｱ)以 外 の 契 約 で あ る 場 合 （ レ ン タ ル 方 式）

選 挙 運 動 用 自 動 車 の 借 入 れ 契 約 で あ る 場 合 ， 選 挙 運 動 用

自 動 車 と し て 使 用 さ れ る 各 日 に お い て そ の 使 用 に 対 し て 支

払 う べ き 金 額は ， 日 額 15,300 円 を 上 限 と す る。

選 挙 運 動 用 自 動 車 の 燃 料の 供 給 に 関 す る契 約 で あ る 場 合 ，

供 給 を 受 け た 燃 料 の 代 金は ， 7,350 円 に 候 補 者 の 届 出 の あ

っ た 日 か ら 当 該 選 挙 の 期 日 の 前 日 ま で の 日 数 を 乗 じ て 得 た

金 額 で ， か つ 選 挙 管 理 委 員 会が 当 該 候 補 者 か ら の 申 請 に 基

づ き 確 認 し た 金 額 を 上 限と す る 。

運 転 手 の 雇 用 に 関す る 契 約 で あ る 場 合， 選 挙 運 動 用 自 動

車 の 運 転 業 務 に 従 事 し た各 日 に つ い て 支 払 う べ き 報 酬 は ，

日 額 12,500 円 を 上 限 と す る 。



9

エ 選 挙 運 動 用 ポ ス タ ー の 公 費 負 担 の 請 求 支 出 手 続

(ｱ) 契 約 届 出 書 の 提 出

公 費 負 担 を 受 け よ う と す る 候 補 者 は ， ポ ス タ ー 作 成 事 業

者 と の 間 に 有 償 契 約 を 締 結 し ， 選 挙 管 理 委 員 会 に 契 約 書 の

写 し を 添 え て ポ ス タ ー 作 成 契 約 届 出 書を 提 出 す る 。

(ｲ) 確 認 申 請 と 確 認 書 の 交 付

契 約 の届 出 を し た 候 補 者 は ， ポ ス タ ー 作 成 枚 数 に つ い て ，

ポ ス タ ー 作 成 枚 数 確 認 申 請 書を 選 挙 管 理 委 員 会 に 提 出 し ，

確 認 を 受 け ， 交 付 さ れ た ポ ス タ ー 作 成 枚 数 確 認 書 を ポ ス タ

ー 作 成 事 業 者 に 提 出 す る 。

(ｳ) 作 成 証 明 書 の 提 出

契 約 の届 出 を し た 候 補 者 は ， ポ ス タ ー作 成 証 明 書 を ポ ス

タ ー 作 成 事 業 者に 提 出す る 。

(ｴ) 請 求 書の 提 出

ポ ス タ ー 作 成 事 業 者 は ， 請 求 を し よ う と す る 場 合 に は ，

請 求 書 に 請 求 内 訳 書 ， ポ ス タ ー 作 成 証 明 書 及 び ポ ス タ ー 作

成 枚 数 確 認 書 を 添 え て ， 選 挙 管 理 委 員 会 に 提 出 す る 。

(ｵ) 支 払

市 は ，ポ ス タ ー 作 成 事 業 者 か ら の 請 求に 基 づ き ， 供 託 物

を 没 収 さ れ た 者 を 除 き ， 必 要 書 類 が 添 付さ れ て い る か ど う

か ， 請 求 書 の 請 求 額 が 契 約 枚 数 と 公 費 負 担 限 度 枚 数， 契 約

単 価 と 公 費 負 担 限 度 単 価 の い ず れ も 低い 方 を 適 用 し て 計 算

さ れ て い る か な ど を 確 認し て ， ポ ス タ ー作 成 事 業 者に そ の

支 払 う べ き 金 額 を 支 払 う 。

オ 選 挙 運 動 用 自 動 車 使 用 の公 費 負 担 の 請 求 支 出 手 続

(ｱ) 契 約 届 出 書 の 提 出

公 費 負 担 を 受 け よ う と す る 候 補 者 は ， 選 挙 運 動 用 自 動 車

使 用 に 関 し て 事 業 者 と の間 に 有 償 契 約 を 締 結 し ， 選 挙 管 理

委 員 会 に 契 約 書 の 写 し を添 え て 自 動 車 使 用 契 約 届 出 書 を 提

出 す る 。

(ｲ) 確 認 申 請 と 確 認 書 の 交 付

自 動 車の 燃 料 代 に 関 す る 契 約 の 届 出 を し た 候 補 者は ， 燃
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料 代 に つ い て ， 自 動 車 燃 料 代 確 認 申 請 書を 選 挙 管 理 委 員 会

に 提 出 し ， 確 認を 受 け ， 交 付 さ れ た 自 動 車 燃 料 代 確 認 書 を

燃 料 供 給 事 業 者 に 提 出す る 。

(ｳ) 使 用 証 明 書 の 提 出

契 約 の届 出 を し た 候 補 者 は ， 自 動 車 使 用 証 明 書 （ 自 動 車 ，

燃 料 ま た は運 転 手 ） を 各 事 業 者 に 提 出す る 。

(ｴ) 請 求 書の 提 出

事 業 者は ， 請 求 を し よ う と す る 場 合 に は ， 請 求 書に 請 求

内 訳 書 ， 自 動 車 使 用 証 明 書 ， ま た 燃 料 代 に つ い て は自 動 車

燃 料 代 確 認 書 を 添 え て ， 選 挙 管 理 委 員 会 に 提 出 す る 。

(ｵ) 支 払

市 は ，事 業 者 か ら の請 求 に 基 づ き ， 供 託 物 を 没 収 さ れ た

者 を 除 き ， 必 要 書 類 が 添 付 さ れ て い る か ど う か ， 請 求 書 の

請 求 額 が 公 費 負 担 の 範 囲 内 で あ る か な ど を 確 認 し て ， 事 業

者 に そ の 支 払 う べ き 金 額を 支 払 う 。

(2) 監 査 対 象 部 局 の 説 明

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 職 員 に よ る 陳 述 及 び 聴 取 し た 説 明 等 の

要 旨 は 下 記の と お り で あ る 。

ア 選 挙 運 動 用 ポ ス タ ー の 公 費 負 担 に つ い て

条 例 に お い て ，候 補 者 は所 定 の 限 度 額 の 範 囲 内 で， 無 料 で

ポ ス タ ー を 作 成 で き る 旨 を 定 め て お り ， 作 成 業 者 か ら の 請 求

が あ っ た 場 合 に ， 単 価 の 相 当 性に 関 し て ， 実 質 的 な 調 査 が な

さ れ る べ き こ と に つ い て は規 定 さ れ て い な い 。

市 は ， 候 補 者か ら 提 出 さ れ た 書 類 を 審 査 し ， そ の内 容 に 特

段 の 疑 念 を 抱 か せ る 記 載 が な い以 上 ， そ の 真 偽 や 相 当 性 に つ

い て 調 査 す る こ と な く ， 限 度 額 内 で ポ ス タ ー 代 金 を 支 払 う 責

務 を 負 っ て い る 。

イ 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 公 費 負 担 に つ い て

条 例 は ， 候 補 者 が 所 定 の限 度 額 の 範 囲 内 で ， 無 料 で 自 動 車

を 使 用 で き る 旨 を 定 め ， そ の 限 度 額は 公 選 法 施 行 令 第 １ ０ ９

条 の ４ 第 ２ 項 に 準 じ て 定 め ら れ て い る 。
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公 費 負 担 限 度 額 は ， 法 令 に 準 拠 し た も の で あ る こ と か ら ，

「 ハ イ ヤ ー ・ タ ク シ ー方 式 を 契 約し た ９ 名 の候 補 者 の 請 求 額

の 一 部 は 市 の 損 害 と な る 」 と い う 主 張は 認 め ら れ な い 。

ウ 収 支 報 告 書 の 記 載 等 に つ い て

選 挙 管 理 委 員 会が 収 支 報 告 書 を 受 け付 け る 場 合， 形 式 的 な

審 査 を 行 い ， 多 少 不 備 な 点 が あ っ た と し て も受 理 を 拒 否 す る

こ と な く ， 受 理 後 に 審 査 を し て 追 完 を 求 め る こ と が 適 当 と さ

れ て い る 。

公 費 負 担 の 請 求 者 名 と 収 支 報 告 書 に記 載 さ れ た印 刷 会 社 名

が 異 な る １ 名 の 候 補 者 に つ い て ， 記 載 誤 り で あ っ た た め 訂 正

さ れ た 。

ポ ス タ ー 作 成 費 用 の 公 費 負 担 超 過 分の 記 載 が な い ６ 名 の 候

補 者 に つ い て ， ２ 名 は 一 括 で 記 載 し て い る も の で あ る 。 ま た

３ 名 は 記 載 漏 れ で あ っ た た め ， 追 記 に よ り 訂 正 さ れ， １ 名 は

相 違 な い こ と を確 認 し て い る 。

ポ ス タ ー 作 成 費 用 の 公 費 負 担 超 過 分を 「 公 費 負 担 」 と 記 載

し た １ 名 の 候 補 者 に つ い て ， 記 載 誤り で あ っ た た め 抹 消 さ れ

た 。

ポ ス タ ー 作 成 費 用 の 公 費 負 担 超 過 分の 領 収 書を 添 付 し て い

な い １ ２ 名 の 候 補 者 に つ い て ， 収 支 報 告 書 の 提 出 期 限 ま で に

領 収 書 の 徴 取 が 間 に 合 わ ず ， そ の 後 提 出 を 失 念 し て い た も の

で ， 選 挙 管 理 委 員 会 か ら の 指 導 に よ り 全 て の 候 補 者が 提 出 し

た 。

は が き 印 刷 代 に つ い て は， 自 作 も 可 能 で あ る こ と か ら ， 特

段 の 疑 う 事 情 が な い限 り ， 収 支 報 告 書 を 受 理 せ ざ る を 得 な い 。

な お １ 名 の 候 補 者 は ， 記 載 漏 れ で あ っ た た め ， 追 記に よ り 訂

正 さ れ た 。

請 求 内 訳 書 （ ポ ス タ ー ）の 作 成 枚 数と 契 約 書に 記 載 さ れ た

作 成 枚 数 が 相 違 し て い る １ 人 の 候 補 者 に つ い て ， と も に ５ ４

０ 枚 で あ る こ と を 確 認し た 。

車 上 用 看 板 代 に つ い て も， 自 動 車 に ポ ス タ ー， 立 札 ， ち ょ

う ち ん 及 び 看 板 の 類 の い ず れ を 取 り 付 け る か は 自 由で あ り ，
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必 ず し も 看 板 を取 り 付 け る と は 限 ら な い と認 識 し て い る 。

１ 日 の 燃 料 費 が 7,350 円 を 超 え て 支 出 し て い る ２ 名 の 候 補

者 に つ い て ， 条 例 に 日 額 制 限 は な い こ と か ら 公 費 負 担 の 対 象

と な る 。 ま た 公 選 法 第 １ ９ ７ 条 の 規 定 に よ り ， 燃 料 代 を 含 め

自 動 車 に 関 す る 支 出 は ， 収 支 報 告 書 へ の 記 載 及 び 領 収 書 添 付

の 必 要 は な い。

燃 料 確 認 書 の 金 額を 超 え て 公 費 負 担し て い る １ 人 の 候 補 者

に つ い て ， 過 払 い で あ っ た こ と が 判 明 し た た め ， 燃 料 供 給 業

者 か ら 払 戻 し を受 け た 。

「 請 求 内 訳 書が な い 」，「 運 転 手 請 求 書 が な い 」 と さ れ た 各

１ 名 の 候 補 者 に つ い て ， 公 費 負 担 に 係 る 全 て の 書 類を 調 査 し

た と こ ろ 不 足 は な か っ た 。

エ 開 票 事 務 の 執 行に つ い て

開 票 事 務 を 即 日 又は 翌 日に 行 う か の決 定 は ， 公 選 法 第 ６ 条

第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き ， 選 挙 管 理 委 員 会 に 与 え ら れ て い る 裁

量 権 に 関 わ る 事 項 で あ る 。

執 行 に 当 た っ て は ， 予 算を 通 じ て 議 会 の 承 認 を 得 て い る こ

と ， 有 権 者 が 結 果 を 早 く 知 り た い と 願 う こ と は ご く自 然 で あ

る こ と か ら ， 請 求 人 の 主 張 は 一 方 的か つ 有 権 者 の 希 望 に 反 す

る も の で あ り ， 受 け 入 れ ら れ な い 。

(3) 関 係 人 調 査 の 結 果

本 件 請 求 で 請 求 人の 主 張 す る 事 実 を 確 認 す る た め ， 選 挙 運 動

用 ポ ス タ ー 作 成 費 用 に つ い て ， 候 補 者 ４ ７ 名 及 び ポ ス タ ー 作 成

事 業 者 ２ ６ 者 に 対 し ， 任 意 の 協 力 の下 に 自 治 法 第 １ ９ ９ 条 第 ８

項 に 基 づ く 書 面 に よ る 調 査 を 行 い ， 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ４ 日 ま で に

７ ０ 件（ 候 補 者 ４ ６名 ・ 事 業 者２ ４ 者 ） の 回 答 を 得 た 。

調 査 で は ， 請 求 人 が 適 正 価 格 と 主 張 す る 金 額へ の 意 見 ， ポ ス

タ ー 作 成 費 用 の 内 訳 ， 及 び 公 費 負 担 分に 葉 書 ，名 刺 な ど の公 費

負 担 対 象 外 の 作 成 費 用 が 含 ま れ て い な い か に つ い て 確 認 し た 。

回 答 書 か ら ， ポ ス タ ー作 成 費 用 の 内 訳は デ ザ イ ン 料 ， 企 画 費 ，

印 刷 費 ， 撮 影 料 な ど と な っ て お り ，個 々 の 契 約 に 応 じ て 費 用 の
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内 訳 は一 律 で は な く ， さ ま ざ ま で あ る こ と が確 認 さ れ た 。

請 求 人が 適 正 価 格 と 主 張 す る 金 額 に つ い て は ， ポ ス タ ー 完 成

に 至 る ま で 企 画 ・ 検 討 ・ 校 正 等 に 多く の 時 間 と労 力 が か か る こ

と か ら ， 適 正 価 格 と 主 張 す る １ ８ 万 円 で は 到 底 作 成 す る こ と が

で き な い と す る意 見 が 大 多 数 を 占 め て い た 。

ま た ， 回 答 の あ っ た 全 て の 候 補 者 及 び 事 業 者 か ら ， ポ ス タ ー

作 成 費 用 と し て 契 約 し た も の に 公 費 負 担 対 象 外 の 作 成 費 用 は 含

ま れ て い な い と す る 回 答 を 得 て お り， 請 求 人 が主 張 す る 水 増 し

請 求 と い っ た 事 実 は 確 認 で き な か っ た。

(4) 判 断

ア 選 挙 運 動 用 ポ ス タ ー の 公 費 負 担 に つ い て

請 求 人 は ， 選 挙 運 動 用 ポ ス タ ー の 作 成 費 用に つ い て ， デ ザ

イ ン 料 ５ 万 円 ， 企 画 費 ５ 万 円 ， 印 刷 費 ６ ～ ８ 万 円 の総 額 １ ８

万 円 が 妥 当 で 適 正 価 格 で あ る と し ， 候 補 者 及 び ポ ス タ ー 作 成

事 業 者の 水 増 し 請 求 に よ り生 じ た 公 費 負 担 限 度 額 と 適 正 価 格

の 差 額 が ， 公 費 対 象 外 の 印 刷 物 の作 成 ， ポ ス タ ー 作 成 事 業 者

の 不 当 な 利 益 及 び 候 補 者 へ の キ ッ ク バ ッ ク を す る こ と も可 能

で あ る と 主 張 し て い る 。

公 費 負 担 関 係 書 類 の 調 査 及 び 関 係 人 調 査 を実 施 し た 結 果 ，

ポ ス タ ー 作 成 に 係 る 公 費 負 担 の 支 出 手 続 き は 法 令 の定 め に 従

い 適 正 に 執 行 さ れ て お り ， 不 正 な 請 求 に 基 づ き 違 法ま た は 不

当 な 公 金 の 支 出を 行 っ た と い う 事 実 は 確 認で き な か っ た。

ま た ， 請 求 人 が ポ ス タ ー 作 成 費 用 の 適 正 価 格 が １ ８万 円 と

主 張 す る 証 拠 と し て 提 出 し た 業 者 の ポ ス タ ー 価 格 表や 見 積 書

に は ， デ ザ イ ン 料 ， 企 画 費， 印 刷 費 が 明 記さ れ て い な い。 さ

ら に， 金 額が 72,310 円 と す る 事 実 証 明 書 に は ， 印 刷 費 の 他す

べ て の費 用 が 含 ま れ て い る と の 陳 述 が あ っ た が ， 請 求 人 が 適

正 価 格と す る １ ８万 円 と は開 き が あ り ， こ の こ と に つ い て は

多 め に 見 積 っ た も の と す る の み で明 確 な 根 拠 は 示 さ れ ず ， １

８ 万 円 が 適 正 価 格 と す る 請 求 人 の 主 張 は そ の 根 拠 が な く ， 認

め ら れ な い 。
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判 例 に も あ る よ う に「 一 般 的 に ポ ス タ ー の作 成 代 金 は ， そ

の 材 質 ， 印 刷 費 ， デ ザ イ ン 料 ， 撮 影 費 ， 印 刷 枚 数 等に よ っ て

異 な る こ と が 考 え ら れ る と こ ろ ， 選 挙 に 際 し て ど の よ う な ポ

ス タ ー を 作 成 す る か ， ポ ス タ ー 作 成 に ど の 程 度 の 費 用 を か け

る か は本 来 候 補 者が 自 由 に決 定 す べ き も の で あ り ，地 方 公 共

団 体 と し て は ， で き る だ け か か る 自 由 を 尊 重 す べ き も の と 考

え ら れ る こ と ， た だ 地 方 公 共 団 体 と し て は ， 一 定 の負 担 限 度

額 を 定 め て お け ば公 費 負 担 の 趣 旨 を 損 な う お そ れ は小 さ い と

考 え ら れ る 。」（ 名 古 屋 高 等 裁 判 所 平 成１ ４ 年 １ 月 ２ ３ 日 判

決 ） と さ れ て い る。

請 求 人 は ， 候 補 者と ポ ス タ ー 作 成 事 業 者 と の 契 約 書や 公 費

の 請 求 内 訳 書 等 に お い て デ ザ イ ン 料 等 の 費 用 内 訳 の記 載 が な

い こ と か ら ， 選 挙 管 理 委 員 会 が 十 分 な チ ェ ッ ク を 怠っ て い る

と 主 張 し て い る が， 公 選 法や 条 例 等 は 候 補 者 が 作 成 す る ポ ス

タ ー 作 成 費 用 自 体 に 何 ら の制 限 を 設 け て い な い と と も に， 市

は 公 費 負 担 請 求 が あ っ た 場 合 は 条 例 に 定 め る 上 限 の範 囲 内 で

あ る か否 か を 確 認 の う え 支 払う こ と と さ れ て い る 。

市 は 「 実 勢 価 格 を 把 握 し ， こ れ を 前 提に 請 求 額 の 審 査 を し

な け れ ば な ら な い も の と は さ れ て い な い 」（ 福 岡 地 方 裁 判 所

平 成 ２ ６ 年 ３ 月１ ８ 日 判 決 ） こ と か ら ， ポ ス タ ー 作 成 に 係 る

公 費 負 担 の 支 出 が 違 法 ・ 不 当 な も の と 認 め る こ と は で き な い 。

以 上 の こ と か ら ， 請 求 人 の 主 張 は 認 め ら れ な い 。

イ 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 公 費 負 担 に つ い て

請 求 人 は， 選 挙 運 動 用 自 動 車 使 用に 係る 公 費 負 担 に つ い て ，

「 レ ン タ ル 方 式 の 金 額 が 公 費 負 担 の 適 正 額 で あ り ， ハ イ ヤ ー ・

タ ク シ ー 方 式 と の 差 額 205,450 円 は 公 費 負 担 す べ き 根 拠が な

い 」 と 主 張 す る が， 条 例 第 ４条 に 規 定し た ハ イ ヤ ー ・ タ ク シ

ー 方 式 及 び レ ン タ ル 方 式 は 公 選 法 第 １ ４ １ 条 第 ８ 項 に 準 じ て

お り ， 当 該 限 度 額は 公 選 法 施 行 令 第 １ ０ ９ 条 の ４ 第 ２ 項 に 準

じ て規 定 さ れ た も の で あ る こ と か ら ， 公 費 負 担 の 違 法 性 は 認

め ら れ な い 。

ま た ， 請 求 人 の 「 差 額 が 運 送 事 業 者 の不 当 な 利 益 に 他 な ら
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な い 」 と の 主 張は 根 拠 が な く， 認 め ら れ な い 。

ウ 収 支 報 告 書 の 記 載 等 に つ い て

収 支 報 告 書 は ， 公 選 法 第 １ ８ ９ 条 に よ り ， 選 挙 運 動 費 用 の

収 支 を 常 に 明 確な ら し め ， こ れ を 公 開す る こ と に よ り選 挙 の

公 正 を 確 保 す る こ と を 目 的と す る も の で あ る 。 ま た ， 公 選 法

第 １ ９ ７ 条 に よ り ， 選 挙 運 動 に 関 す る支 出で な い も の と み な

さ れ る も の に つ い て は 記 載の 必 要 も な く ， 報 告 の 必 要 も な い

も の で あ り ， 例え 記 載 漏 れ 等 が あ っ た と し て も ， 市 に 財 産 上

の 損 害 が 生 じ る も の で な く ， 市 の 財 務 会 計 上 の 行 為 を 対 象 と

す る 住 民 監 査 請 求 の 対 象 と は 認 め ら れ な い 。

以 下 ， 請 求 人 の 主 張 す る 事 実の う ち ，財 務 会 計 上 の 行 為 に

該 当 す る と 判 断し た も の に 限 定 し て ， そ の調 査 結 果 を 示 す こ

と と す る 。

(ｱ) 請 求 人 は ， 山 内 弘 一 候 補 の 選 挙 運 動 用 ポ ス タ ー の 公 費 負

担 に つ い て ， 公 費 負 担 請 求 事 業 者 と 収 支 報 告 書 に 記 載 さ れ

た 事 業 者 が 相 違し て い る と 指 摘 し て い る が ， こ れ は 出 納 責

任 者 に よ る 収 支 報 告 書 へ の 記 載 誤 り で あ る こ と が 判 明 し た 。

正 し く は 公 費 負 担 請 求 事 業 者で あ る と し て ， 収 支 報 告 書 が

訂 正 さ れ た こ と を確 認し た 。

ま た ， ポ ス タ ー 費 用 の 自 己 負 担 分 の 領 収 書 を 発 行 し た 事

業 者 と 公 費 負 担 請 求 事 業 者と が 異 な る と 指 摘 し て い る が ，

当 該 領 収 書 は ポ ス タ ー 費 用 に 対 す る も の で は な く， 公 費 負

担 請 求 事 業 者 に よ り 発 行さ れ た 自 己 負 担 分 の 領 収 書 は 別 に

提 出 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 。

(ｲ) 請 求 人 は ， 山 下 洋 輔 候 補 の ポ ス タ ー 費 用 の 請 求 内 訳 書 に

記 載さ れ た 作 成 枚 数 が ， 当 該 契 約 の ポ ス タ ー 作 成 証 明 書 の

作 成 枚 数 と 相 違し て い る と 指 摘 し て い る が， ポ ス タ ー 作 成

証 明 書 の 作 成 枚 数 の 記 載 誤 り で あ っ た こ と が 判 明し ， 同 証

明 書が 訂 正 さ れ た こ と を 確 認 し た 。

(ｳ) 請 求 人 は ， 鬼 沢 宏 孝 候 補 の 請 求 内 訳 書， 永 野 正 敏 候 補 の

運 転 手 請 求 書 ， 及 び 日 暮 栄 治 候 補 の 燃 料 確 認 書 が な い と 指

摘 し て い る が ， い ず れ も 公 費 負 担 支 出の 際に 添 付す る 書 類
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で あ り ， 選 挙 管 理 委 員 会 保 管の 公 費 負 担 関 係 書 類の 調 査 に

お い て 当 該 書 類 の 写 し が 保 管 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 。

(ｴ) 請 求 人 は ， 後 藤 浩 一 郎 候 補 が 燃 料 費 上 限 単 価 を 超 え た 請

求 を し ， 公 費 負 担 さ れ て い る と 指 摘 し て い る が ， 燃 料 費 の

公 費 負 担 額 に つ い て は ， 条 例 第 ４ 条 第１ 項 第 ２ 号 (ｲ)に よ

り 「候 補 者 の 届 出の あ っ た 日 か ら 当 該 選 挙の 期 日の 前 日 ま

で の日 数 に 7,350 円 を 乗 じ て 得 た 金 額を 上 限 と す る 」 こ と

と 規 定 さ れ ，日 額 の 上 限を 7,350 円 と 定 め て い る わ け で は

な い。 し た が っ て， 一 日 7,350 円 を 超 え て も 公 費 負 担 の 対

象 と な る も の で あ り ， 適 正 で あ る 。

(ｵ) 請 求 人 は ， 山 内 弘 一 候 補 の 燃 料 費 の公 費 負 担 に つ い て ，

公 費 請 求 に 必 要な 燃 料 確 認 書 に 記 載 さ れ た 金 額 を 超 過 し て

負 担し て い る と 指 摘 し て い る 。 こ の 指 摘 に対 し ， 選 挙 管 理

委 員 会 が 調 査 を 行 っ た と こ ろ ， 選 挙 管 理 委 員 会 で 確 認 し た

燃 料 確 認 額 を 超 え て 支 出 し て い た こ と が 認め ら れ た た め ，

当 該 燃 料 事 業 者 か ら ３ 月 ３日 に 超 過 分 12,994 円 の 返 還 を

受 け て い る こ と を確 認し た 。

(ｶ) 請 求 人 は ， 山 下 洋 輔 候 補 が ８ 月 ３ 日に 合 計 69.3 リ ッ ト

ル の給 油 を 行 っ た こ と に 対 し ， 一 日 に 一 車 両 に 給 油 で き る

量 と は 考 え ら れ ず ， 公 費 負 担 分 を 認 め る べ き で な い と 指 摘

し て い る 。

こ の 指 摘 に 対 し ， 選 挙 管 理 委 員 会 が候 補 者 に 確 認 し た と

こ ろ， ８ 月 ３ 日 の 給 油 前 に 燃 料 タ ン ク が ほ ぼ 空 の 状 態 と な

っ て お り ， ま ず 1 回 目の 給 油で 23 リ ッ ト ル の 給 油を し ，

運 行し た 後 ，２ 回 目 の 給 油 で 46.3 リ ッ ト ル の 給 油を し た

と の説 明 を 聴 取 し て い る 。

燃 料 費 の 公 費 負 担 額に つ い て は ， 前 述の (ｴ)と 同 様 に ，

日 額 上 限 を 定 め て い る わ け で は な い た め ， 一 日の 給 油 量 が

69.3 リ ッ ト ル と な っ て も 選 挙 管 理 委 員 会 で 確 認 し た 燃 料

確 認 額 の 範 囲 内 で あ れ ば 公 費 負 担 の 対 象 と な る こ と か ら，

適 正で あ る 。

な お ， 山 下 洋 輔 候 補 の 燃 料 費 に つ い て は ， 候 補 者 側 が 日
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額 制 限 が あ る と 誤 認 し ， 一 日 7,350 円 を 超 過 し た分 を 公 費

請 求し て い な か っ た こ と が 選 挙 管 理 委 員 会の 調 査で 判 明 し

た た め ， ３ 月 １ ８ 日 に 当 該 給 油 業 者 に 対 し 2,559 円 の 公 費

負 担を 追 加 支 出 し た こ と を 確 認 し た 。

エ 開 票 事 務 の 執 行に つ い て

請 求 人 は ，「 翌 日 開 票 制 度 を 取 り 入 れ る こ と で ， 無 駄 な 出

費 で あ る 職 員 へ 対 す る 時 間 外 勤 務 手 当 等 の 人 件 費 は 大 き く

削 減で き る 」 と 主 張 し て い る 。公 選 法 第 ６ ５ 条 の 「 開 票 は ，

す べ て の 投 票 箱 の 送 致 を 受 け た 日 又 は そ の 翌 日 に 行 う 」 と

の 規 定 に 基 づ き ， 開 票 日 を い つ と す る か は 選 挙 管 理 委 員 会

の 裁 量 に 委 ね ら れ た 事 項 で あ る 。 当 日 開 票 に 係 る 人 件 費 が

違 法 又 は 不 当 な 支 出 と 思 料 す る に は 至 ら な い た め ， 監 査 請

求 の 対 象 と は 認 め ら れ な い 。

以 上の こ と か ら ， 本 件 住 民 監 査 請 求 に は 理 由 が な い の で ， こ れ

を 棄 却す る 。

５ 意 見

本 監 査 を 実 施 す る 中 で 問 題 点 が 見 ら れ た の で ， 以 下 に 意 見を 述

べ る。

今 回 の 選 挙 運 動 用 ポ ス タ ー 作 成 及 び 自 動 車 使 用に 係 る 公 費 負 担

に つ い て ， 違 法 性 ・ 不 当 性 は 認 め ら れ な か っ た も の の ， 選 挙 管 理

委 員 会 に よ る 事 務 処 理 上 の 不 備 が 多 数 見 受 け ら れ た 。

選 挙 管 理 委 員 会が 収 支 報 告 書 を 受 け 付 け る 場 合 ， 多 少 不 備な 点

が あ っ た 場 合 は 受 理 後 に 追 完 を 求 め る こ と が 適 当 と さ れ て い る 。

し か し ， 選 挙 管 理 委 員 会 は 本 件 監 査 請 求 後 に 追 完 を 求 め て お り ，

収 支 報 告 書 受 領 後 ， 遅 滞 な く 確 認 し 追 完 さ せ る こ と が 必 要 で あ っ

た 。

今 後 ， 選 挙 管 理 委 員 会 に お い て は ， 適 正 な 事 務 の 執 行 に 努め る

と と も に ， 候 補 者 及 び 契 約 事 業 者 へ の 公 費 負 担 制 度 の 周 知 徹 底 を

よ り 一 層 図 ら れ た い 。


